
わしの子ゆうゆうプラザ 

会場 開設 令和６年度の活動状況（全校児童数 ２９４ 名） 

鷲宮 

小学校 

H25・１ 子ども 

（参加率） 

実施委員 サポーター 開設期間 

曜日・数 

講座数 

ゆうゆう名の由来 

小学校名が名前の由来 

119 

40.5％ 

17 128 

保護者 95・地域１6 

中学生 13・高校生４ 

6/10～2/10 

（月 8日・土日４日） 

９ 

 

 

１ 実施委員長・校長先生からのメッセージ 

  実施委員長 佐伯 慶子 

 今年度、初めての試みとして事務作業の効率化を図るために ICTを取り入れました。 

 くきっ子ゆうゆうプラザでは既に QRコードを使った集金作業をしていることを伺い、ICT

サポーターとしてくきっ子ゆうゆうプラザの桐原様にご来校いただきました。集金作業・参

加者全員の講座チェックイン・Google classroomやメールを活用した児童保護者への連絡・

フォームでの講座申し込み、指導者が講座の目当てを入力し、振り返りを子ども達自身が入

力できるようにフォームも作っていただきました。そのことにより劇的に事務作業が軽減さ

れ、今では ICTを取り入れて良かったと思っております。子ども達も講座の前に QRコードを

使ったチェックインに慣れ、自身で講座の様子をタブレットで動画撮影をして指導者と共有

しています。まだまだ実施委員の私達が勉強していかなければならないところもあります

が、今年度の改善点は来年度に活かしていきたいと思っています。ICT化にご協力をいただ

いた桐原様・実施委員・サポーター・鷲宮小学校の教職員の皆様に感謝申し上げます。  

 鷲宮小学校 校長 金子 正  ～豊かな関りの中で社会性の育成を～ 

 今年度も多くの児童たちが参加し、わしの子ゆうゆうプラザが実施されました。実施委員

長の佐伯様はじめ、実施委員の皆様、講座の指導者の皆様、中高生を含めたサポーターの皆

様、関係者の皆様には多大なるご支援ご協力をいただきありがとうございました。こうした

地域の皆様と関わることによって、児童に社会性が育まれることを大変うれしく思っており

ます。ゆうゆうの活動を通して、地域の皆様と触れ合い、様々な体験をすることで、地域の

一員としての意識も高まると考えます。今後とも、引き続き、ご支援をいただきますようお

願い申し上げます。 

２ 講座紹介 

月曜日 

① 科学実験・工作 ②そろばん ③外あそび ④写真 ⑤バドミントン ⑥手芸 ⑦ダンス 

⑧ヨガ⑨ボッチャ 令和６年度「まなびすと久喜」ダンス講座発表 

土曜日：鷲宮西地区コミュニティ協議会（地域交流祭）・鷲小 PTA合同祭  

ボッチャ講座体験会・科学実験・工作講座 スライム作り 

日曜日：久喜市放課後子ども教室 20周年記念事業 

    ゆうゆうフェスティバル IN WASHINOMIYTA ボッチャ大会 



３ 成果と課題 

① ICTを積極的に活用したことで事務作業が劇的に軽減された。 

② 指導者・実施委員の手が足りないところを中高生サポーターが手伝えるようになり、大変

助かっている。 

③ フォームでの申し込みにしたことで、保護者とのやり取りが直接できるようになった。 

④ ヨガ・ボッチャ講座を新設することができた。 

⑤ 熱中症対策を強化したい。 

⑥ 事務作業を ICTサポーターに頼りっきりなので実施委員もできるようにしたい。 

４ 写真集 
【科学実験・工作】        【写真】          【バドミントン】 

     

【手芸】          【ボッチャ】         【そろばん】 

   
【外あそび】          【ヨガ】         【ダンス】 

   

【地域交流祭＆PTA祭①】   【地域交流祭＆PTA祭②】    【フェスティバル】 

   

スライム作り ボッチャ 


